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政
府
に
よ
る
防
衛
白
書
了
承
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
七
月
二
十
七
日
、
政
府
は
当
初
同
月
三
十
日
に
予
定
し
て
い
た
平
成
二
十
二
年
版
防
衛
白
書
の
閣
議
了
承
を
先
送
り
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

報
道
に
よ
る
と
、
今
回
政
府
と
し
て
防
衛
白
書
の
閣
議
了
承
を
見
送
っ
た
の
は
、
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
竹
島
に
つ

い
て
、
例
年
通
り
同
白
書
で
「
領
土
問
題
が
未
解
決
の
ま
ま
存
在
」
と
明
記
す
る
こ
と
に
韓
国
側
が
反
発
す
る
こ
と
を
仙
谷

由
人
内
閣
官
房
長
官
が
考
え
、
韓
国
側
に
配
慮
す
る
意
味
で
防
衛
省
に
先
送
り
を
指
示
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
は
事

実
か
。

二

一
方
、
仙
谷
長
官
は
記
者
会
見
で
「
韓
国
の
哨
戒
艦
沈
没
事
件
に
つ
い
て
、
Ｇ
�
な
ど
の
会
合
や
国
連
安
保
理
で
の
議
長

声
明
も
あ
り
、
日
本
側
の
積
極
的
な
貢
献
活
動
も
あ
っ
た
。
最
近
は
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
と
の
合
同
演
習
に
海
上
自
衛
官
を

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
さ
せ
る
な
ど
し
て
お
り
、
北
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
上
の
重
要
な
事
象
に
つ
い
て
は
防
衛
白
書
に
書
く

べ
き
だ
と
い
う
指
摘
も
あ
っ
た
」
と
、
閣
議
了
承
見
送
り
の
理
由
は
、
同
白
書
に
加
筆
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
が
原
因
で

あ
る
旨
述
べ
て
い
る
が
、
今
回
、
政
府
と
し
て
同
白
書
の
閣
議
了
承
を
見
送
っ
た
真
の
理
由
は
何
で
あ
る
の
か
説
明
さ
れ
た

い
。

一



三

本
年
七
月
二
十
九
日
、
仙
谷
長
官
は
権
哲
賢
駐
日
韓
国
大
使
と
面
会
し
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
右
の
面
会
の
際
、
ど
の

様
な
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

三
の
面
会
の
際
、
権
大
使
よ
り
、
平
成
二
十
二
年
版
防
衛
白
書
の
内
容
に
つ
い
て
何
ら
か
の
申
し
入
れ
は
な
さ
れ
て
い
る

か
。

五

竹
島
問
題
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
版
の
防
衛
白
書
よ
り
、
政
府
は
一
貫
し
て
明
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら

ず
、
一
で
、
韓
国
側
に
配
慮
す
る
形
で
平
成
二
十
二
年
版
防
衛
白
書
の
閣
議
了
承
を
見
送
っ
た
の
で
あ
る
な
ら
、
な
ぜ
本
年

に
限
り
、
そ
の
様
な
対
応
を
取
っ
た
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

六

政
府
と
し
て
、
平
成
二
十
二
年
版
防
衛
白
書
に
、
竹
島
問
題
に
つ
い
て
従
来
通
り
「
領
土
問
題
が
未
解
決
の
ま
ま
存
在
」

と
明
記
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

七

竹
島
は
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
り
、
国
家
主
権
に
関
わ
る
問
題
は
絶
対
に
譲
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
菅
�
人
内
閣
総
理
大
臣
、
仙
谷
長
官
の
見
解
如
何
。

八

我
が
国
が
抱
え
る
領
土
問
題
は
、
竹
島
と
北
方
領
土
に
関
わ
る
問
題
の
二
つ
の
み
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
菅
�
人
内
閣
の

見
解
如
何
。

二



九

竹
島
問
題
に
関
し
て
は
、
平
成
二
十
二
年
版
防
衛
白
書
へ
の
記
述
を
見
送
る
等
、
韓
国
に
過
度
に
配
慮
し
た
対
応
を
政
府

は
取
り
、
ま
た
こ
の
問
題
は
、
日
韓
の
正
式
な
交
渉
課
題
に
す
ら
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
日
ロ
両
国
で
正
式
な
交

渉
課
題
と
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
声
明
、
合
意
文
書
が
作
ら
れ
て
い
る
北
方
領
土
問
題
に
関
し
て
は
、
ロ
シ
ア
に
対
し
て

強
硬
な
対
応
を
取
る
と
い
う
の
で
は
、
領
土
問
題
に
対
す
る
我
が
国
の
姿
勢
と
し
て
矛
盾
し
て
お
り
、
ロ
シ
ア
に
対
し
て

誤
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
に
な
る
と
思
料
す
る
。
先
に
ロ
シ
ア
に
お
い
て
、
毎
年
九
月
二
日
を
対
日
戦
勝
記
念
日
と

す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
結
果
の
一
つ
で
は
な
い
の
か
。
菅
総
理
、
仙
谷
長
官
の
見
解
如
何
。

十

本
年
七
月
二
十
七
日
、
政
府
と
し
て
平
成
二
十
二
年
版
防
衛
白
書
の
閣
議
了
承
を
見
送
る
こ
と
を
決
定
し
た
時
点
で
、
同

白
書
は
既
に
刷
り
上
が
っ
て
お
り
、
そ
の
費
用
は
い
く
ら
か
か
っ
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
今
回
新
た
な
内
容
を
盛
っ
た
白
書

を
作
り
直
す
こ
と
で
、
新
た
に
ど
れ
だ
け
の
費
用
が
生
じ
る
の
か
、
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十
一

十
の
費
用
を
既
に
要
し
て
お
き
な
が
ら
、
既
に
刷
り
上
が
っ
て
い
た
平
成
二
十
二
年
版
防
衛
白
書
を
無
駄
に
し
て
ま

で
、
同
白
書
の
内
容
を
変
え
る
く
ら
い
な
ら
、
政
府
と
し
て
、
特
に
仙
谷
長
官
と
し
て
、
な
ぜ
作
成
段
階
で
具
体
的
な
指
示

を
出
さ
な
か
っ
た
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。
二
で
指
摘
し
た
様
に
、
同
白
書
に
加
筆
す
る
事
項
が
生
じ
た
の
な
ら
、
刷
り
上
げ

る
以
前
に
、
そ
の
時
点
で
指
示
を
出
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
仙
谷
長
官
の
見
解
如
何
。

三



十
二

白
書
と
い
う
の
は
、
あ
る
政
策
課
題
に
つ
い
て
、
前
年
度
に
あ
っ
た
こ
と
を
国
民
に
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
と
承
知
す

る
。
十
一
で
指
摘
し
た
こ
と
は
、
防
衛
白
書
の
作
成
段
階
で
、
政
府
、
特
に
仙
谷
長
官
と
し
て
そ
の
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
も
な
く
、
全
て
を
官
僚
に
丸
投
げ
し
、
政
治
主
導
ど
こ
ろ
か
官
僚
主
導
で
決
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
最
た
る
事
例
で
は

な
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。

四


